
15 - 24
14 - 19
24 - 26

C 12 - 12
OT

No S
4 *
5 *
6
7 *
8
9
10 *
11 *
12
13 DNP
14 DNP
15 DNP
16 DNP
17 DNP
18 DNP

No S
4
5 *
6
7
8 *
9 *
10
11
12
13 *
14
15 *
16
17
18

戦評（文責） 増田　哲也（静岡商業高校） 記入者 森藤　奈那（静岡高校）TOTAL 81 7 26 8 22

TEAM/COACH / / / /

0 0 0 0 0

5 1 1 0 2
0 0 0 0 0

6 0 3 0 4
15 0 7 1 4

0 0 0 0 1
10 2 1 2 1

0 0 0 0 0
15 0 7 1 1

1PD　１回戦、愛知県３位の安城学園高校と静岡県２位の飛龍高校の対戦。両チームともマンツーマンでゲーム
スタート。飛龍⑤色山のスリーポイントで先制すると、すぐに安城学園⑦大見がスリーポイントを入れ返す。残り３
分を切ったところで、安城学園がボックスワンのゾーンディフェンスにチェンジするも、飛龍は⑪佐藤、⑮リュウの
ゴール下にうまく合わせ、加点していく。安城学園はマンツーマンに戻したが、終了直前い飛龍⑥松井のスリーポ
イントが決まり、飛龍9点リードで１P終了。

2PD　追い上げたい安城学園は、⑪新本の連続ドライブで得点するが、飛龍は中、外と得点を重ねていく。残り5
分44秒で安城学園はタイムアウトを請求するが、流れを変えることができない。飛龍は⑤色山、⑬遠藤の３連続
スリーポイントで突き放そうとするが、安城学園は⑦大見、⑪新本、⑨河合の得点で食い下がる。29－43の飛龍
リードで前半終了。

3PD　安城学園はオフェンスのスピードを上げ、速攻で加点していくが、飛龍は⑮リュウの確実なシュートとフロア
メンバー５人がバランスよく得点をしていく。安城学園は１－２－１－１ゾーンプレスから２－３ゾーンにディフェンス
をチェンジするが、前半の得点差を詰めることができない。53－69の飛龍の14点リードで３PD終了。

4PD　安城学園はボックスワン、２－３ゾーン、マンツーマンとディフェンスをチェンジするが、活路を見出すことが
できない。飛龍は３つのピリオドを15失点以下に抑える堅実なディフェンスと、厚い選手層でどこからでも得点を取
ることができるオフェンス力で65－81で勝利を上げた。

0 0 0 0 0
9 3 0 0

TEAM B 飛龍 （静岡） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F

木場　稜斗
本橋　献人

TEAM/COACH / /

古大内　雄梨

0 0 0 0 0

/ /
TOTAL

リュウ　ヤハオ

0 0 0 0 0

65 4 21 11

三橋　翔

0 0 0 0 0

9

1
3 1

遠藤　歩夢

0 0 0 0 0

0 0 2
6

池田　涼

0 0 0 0 0

0 2 2 1

佐藤　彩人

0 0 0 0 0

8 0 3 2

櫻井　椋介

0 0 0 0 0

3
4 0 2鳥見　勇敬

16 1 5 3 2

0 2

2 1

保坂　晃毅

8 0 3 2 1

0 0 0 0

関口　就斗

金田　慎也
片山　流星

8 0 3

1 6 3 1

松井　翔

大西　瑛仁
佐藤　将太郎
大塚　麗虹
上萩　一輝

0

0 1 0 2

色山　輝

河合　純平
都築　圭人
新本　風河
近藤　慶明

18

髙須　崇介

楠本　泰聖
岩田　幸来
大見　駿

木原　加月季

2

織田　陸斗
2 0 1 0 1

3P 2P FT F
11 2 2 1 1

開始時間 12:40

TEAM A 安城学園 （愛知）
選手名 PTS

飛龍
会　場 このはなアリーナ （愛知） （静岡）
コート コート

第32回東海高等学校バスケットボール新人大会
【　得点経過　】

決勝リーグ TEAM A TEAM B

試合日 2019年2月9日 安城学園
65 81
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